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出養っ子の良さや可能性・・・対話の中で考え，発表する

第１学年 生活単元学習指導案

１年３組 計６人（男子４人 女子２人）

指導者 CT 横山 清信

ST 薬丸 なお

１ 単元名 進級に向けて

２ 単元目標

知識及び技能 思考力，判断力，表現力等 主体的に学習に取り組む態度

・ 将来の職業生活に必要な事 ・ 将来の職業生活に必要な事 ・ 日常生活や社会生活で，

柄について知ったり，理解し 柄を基に，自分の良さや課題 自分の良さを伸ばしたり，

たりすることができる。 に気付き，次学年の目標を考 課題を解決したりすること

・ 発音や声の大きさに気を付 えることができる。 ができる。

けて，友達や教師に話すこと ・ 相手の話に関心をもち，分 ・ 友達や教師とのやり取り

ができる。 かったことや感じたことを伝 を通して，国語で考えたり

え合い，自分の考えをもつこ 伝え合ったりしようとする

とができる。 ことができる。

３ 単元について

(1) 単元の位置付けとねらい

本学級の生徒たちは，挨拶や身だしなみ，言葉遣いなどの生活習慣が確立している部分もあっ

たり，友達同士で助言し合い生活態度を改善したりすることもある。また，職業・家庭や作業学

習などで将来の職業生活に向けて学習を進めている。しかしながら，生徒によっては，生活態度

の改善が見られなかったり，できていることが場面によってできなかったりすることがある。

そこで，本単元では，中学部第３学年で行われる職場・施設体験学習の評価表を活用し，将来

の職業生活に必要な事柄を再認識することから始める。そして，それらの事柄を基に日常生活や

社会生活の生活態度を振り返り，自分の良さや課題に気付くようにする。また，友達や教師との

対話を手掛かりとして，自分で気付いていない良さや課題にも気付いたり，課題の解決策を一緒

に考えたりすることで，次学年の明確な目標を立てるようにする。

このような学習を通して，今後の日常生活や社会生活を見つめ直し，生活態度を向上したり，

改善したりするようになると考える。また，将来の職業生活に向けて意識を高め，その第一歩と

して，次学年への意欲を高めることができると考える。

(2) 単元における学びの視点

主体的な 将来の職業生活に必要な事柄を基にして，今までの日常生活や社会生活の生活態度

学び と結び付けて考えるようにする。

対話的な 友達や教師との対話を手掛かりとして，自分の良さや課題に気付いたり，課題の解

学び 決策を考えたりする。

深い学び 将来の職業生活に必要な事柄，また，自分の良さや課題を通して，次学年の目標を

立てたり，意欲を高めたりする。

４ 指導計画

※ 別紙の「単元の指導計画」を参照してください。
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５ 本時（３／８）

単元・題材 進級に向けて 時数 ３／８ チーフ 横山 期日 令和２年２月１４日(金)２校時 場所 １年３組教室

目
本時の重点目標 □知識及び技能 ☑思考力，判断力，表現力等 □主体的に学習に取り組む態度

標
○ 生活態度を振り返り，自分の良さや課題に気付くことができる。
○ 友達や教師との対話で課題の解決策をよく考えることができる。

主な学習内容 本時における学びの視点 指導上の留意点

１ 始めの挨拶をする。 ○ 姿勢や声の大きさに気を付けて挨
拶をするように促す。

２ 前時の学習を振り返る。 ○ 前時までに扱った８項目について
触れ，本時でも３項目扱い，自分の
良さや課題に気付いたり，解決策を

３ 本時の目標を確認する。 考えていくことを確認する。
○ 本時では，11項目の中から，特に

自分の良さや課題，課題の解 重要視する良さや課題を一つずつ選
決策について，よく考えよう。 択し，さらに課題の解決策をよく考

えるように確認する。
【主】 職業生活に必要な事柄を今までの生

４ 生活態度を振り返り，自分や友 活態度と結び付けて考える。 ○ 最初に自分で考え，ワークシート
達の良さや課題に気付いたり，課 に記入する，次に友達や教師との対
題の解決策を考えたりする。 話を通して，気付いたり，より深く
① 自分自身 考えたりした内容を記入する手順を
② 友達や教師との対話 【対】 友達や教師との対話の中で，自分の 確認したり，言葉掛けしたりする。

良さや課題に気付いたり，課題の解決
５ 自分の良さや課題，課題の解決 策を考えたりする。 ○ 大きな声で発表したり，きちんと
策について発表する。 聞いたりするように伝える。

６ 本時の振り返りをする。 ○ 今後の生活で，良い点を伸ばした
り，課題を解決したりしていくよう
に励ます。

７ 終わりの挨拶をする。 ○ 姿勢や声の大きさに気を付けて挨
拶をするように促す。

場 黒板 ４のみ 黒板
の
設 Ａ Ｂ Ｃ ⇒ ＡＢ Ｃ
定 Ｄ Ｅ Ｆ Ｄ ＥＦ
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